
（福）富山県社会福祉協議会広報誌

スマートフォン用アプリ「Uni-Voice」
または「Uni-Voice Blind」を使えば
情報を音声で読み上げると同時に、テキストで表示されます。 この広報誌は共同募金の助成を受けています。

●ウェブサイト https://www.toyama-shakyo.or.jp/
●メール　　　info@toyama-shakyo.or.jp

本誌に関するご意見・ご感想をお聞かせください。

ハーティは富山県のボランティア活動のマスコットマークです。 ハーティ

アクセス
してね！

社会福祉法人　富山県社会福祉協議会は
住民主体の地域福祉の理念に基づき、だれもが安心して
暮らすことができる福祉社会の実現をめざし、県内の民生
委員・児童委員、福祉施設、福祉従事者、ボランティア等で
構成する、公共性と自主性をもつ民間社会福祉組織です。
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「富山県介護実習・普及センター」が開催した介護ロボット研修会の様子
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特 集
日
本
で
は
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
と
も
な
い
、要
介
護（
要

支
援
）認
定
者
数
が
こ
こ
20
年
間
で
約
２
・
６
倍
に
増
加
。 

今
後
も
増
加
傾
向
は
続
き
、介
護
職
員
は
２
０
２
５
年
度
に

は
２
０
１
９
年
度
比
で
約
32
万
人
増
の
約
２
４
３
万
人
、

２
０
４
０
年
度
に
は
約
69
万
人
増
の
約
２
８
０
万
人
が
必
要

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
状
況
で
、介
護
の

質
向
上
や
人
材
確
保
の
対
策
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が

「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
」で
す
。

今
回
は
、介
護
ロ
ボ
ッ
ト
に
関
す
る
国
の
動
き
と
、富
山 

県
内
で
の
導
入
・
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の

開
発・普
及
の
必
要
性

要
介
護
認
定
者
数
が
増
え
て
い

く
な
か
で
、国
は
積
極
的
に
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
の
開
発・普
及
を
推
進
し
て

い
ま
す
。そ
の
目
的
の
一
つ
は
、介

護
の
質
を
維
持・
向
上
さ
せ
な
が

ら
、介
護
職
員
の
身
体
的・
心
理
的

負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
で
す
。介
護

職
員
の
離
職
防
止
と
新
た
な
人
材

の
流
入
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に

も
、介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発・
普
及

が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
高
齢
者
の
自
立�

支
援
で
す
。
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の�

サ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
、自
分
で
で

き
る
こ
と
が
増
え
る
こ
と
で
、認

知
症
の
予
防
や
、介
護
を
受
け
る

ス
ト
レ
ス
・
負
い
目
の
軽
減
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
は

厚
生
労
働
省
の
定
義
に
よ
る

と
、ロ
ボ
ッ
ト
と
は「
情
報
を
感

知（
セ
ン
サ
ー
系
）」「
判
断
し（
知

能
・
制
御
系
）」「
動
作
す
る（
駆
動

系
）」と
い
う
３
つ
の
要
素
技
術
を

有
す
る
、知
能
化
し
た
機
械
シ
ス

テ
ム
を
指
し
ま
す
。そ
の
う
ち
、�

導
入
が
進
む
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
介
護
機
器

表１　ロボット技術の介護利用における重点分野
移乗支援 移動支援 排泄支援 見守り・コミュニ

ケーション 入浴支援

装着

ロボット技術を用いて介
助者のパワーアシストを
行う装着型の機器

屋外

高齢者等の外出をサポー
トし、荷物等を安全に運
搬できるロボット技術を
用いた歩行支援機器

排泄物処理

排泄物の処理にロボット
技術を用いた設置位置調
整可能なトイレ

施設

介護施設において使用す
る、センサーや外部通信
機能を備えたロボット技
術を用いた機器のプラッ
トフォーム

ロボット技術を用いて浴
槽に出入りする際の一連
の動作を支援する機器

非装着

ロボット技術を用いて介
助者による抱え上げ動作
のパワーアシストを行う
非装着型の機器

屋内

高齢者等の屋内移動や立
ち座りをサポートし、特に
トイレへの往復やトイレ
内での姿勢保持を支援す
るロボット技術を用いた
歩行支援機器

トイレ誘導

ロボット技術を用いて排
泄を予測し、的確なタイ
ミングでトイレへ誘導す
る機器

在宅

在宅介護において使用す
る、転倒検知センサーや
外部通信機能を備えたロ
ボット技術を用いた機器
のプラットフォーム

ロボット技術を用いて、
見守り、移動支援、排泄支
援をはじめとする介護業
務に伴う情報を収集・蓄
積し、それを基に、高齢者
等の必要な支援に活用す
ることを可能とする機器

装着

高齢者等の外出をサポー
トし、転倒予防や歩行等
を補助するロボット技術
を用いた装着型の移動支
援機器

動作支援

ロボット技術を用いてト
イレ内での下衣の着脱等
の排泄の一連の動作を支
援する機器

生活支援

高齢者等とのコミュニ
ケーションにロボット技
術を用いた生活支援機器

介護業務支援
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導入が進む介護ロボット・介護機器特 集

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、令
和
２
年�

８
月
か
ら「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の

開
発
・
実
証
・
普
及
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
構
築
事
業
」を
開
始
し
ま

し
た
。こ
の
事
業
で
は
全
国
13
ヵ

所
に
相
談
窓
口
を
設
置
し
、介
護

ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
す
る

介
護
現
場
と
、介
護
ロ

ボ
ッ
ト
を
開
発
す
る
開

発
企
業
、双
方
か
ら
の

相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。ま
た
、全
国
８
ヵ

所
に
実
際
の
生
活
空
間

を
再
現
し
た
リ
ビ
ン
グ

ラ
ボ（
開
発
の
促
進
拠

点
）を
設
置
し
、企
業
が

開
発
し
た
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
の
評
価
・
効
果
検
証

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、ニ
ー
ズ

（
介
護
現
場
）と
シ
ー
ズ

（
開
発
企
業
）に
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
対
応
し
、双
方

を
結
び
付
け
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
実
現
す

る
こ
と
で
、介
護
ロ
ボ
ッ

ト
の
開
発
・
実
証
・
普�

及
の
流
れ
を
加
速
化
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
が
応
用
さ
れ
、利

用
者
の
自
立
支
援
や
介
護
者
の
負

担
軽
減
に
役
立
つ
介
護
機
器
を
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
と
呼
び
ま
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
種
類

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
は
、大
き
く
３

つ
の
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

●
介
護
支
援
型

移
乗
や
入
浴
、排
泄
な
ど
、介
護
者

の
身
体
に
負
担
の
か
か
る
業
務
を

支
援
す
る
た
め
の
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。

●
自
立
支
援
型

歩
行
や
食
事
な
ど
、日
常
生
活

に
お
け
る
動
作
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
、

要
介
護
者
が
自
立
し
た
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す

る
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。

● 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
型
・ 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
型

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
型
は
、コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
機

能
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
ロ
ボ
ッ
ト

で
す
。た
だ
会
話
が
で
き
る
だ
け

で
な
く
、歌
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
が
備
わ
っ

て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
型
は
、セ
ン
サ
ー

な
ど
を
活
用
し
て
要
介
護
者
の
見

守
り
が
で
き
る
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。

様
子
に
異
変
が
あ
れ
ば
、検
知
し

て
介
護
者
に
お
知
ら
せ
し
て
く
れ

る
機
能
な
ど
が
備
わ
っ
て
い
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の

重
点
開
発
分
野

厚
生
労
働
省
と
経
済
産
業
省
で

は
、「
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
介
護
利
用

に
お
け
る
重
点
分
野
」と
し
て
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
を
６
分
野
13
項
目
に

定
め
、そ
の
開
発
・
導
入
を
支
援
し

て
い
ま
す（
※
表
１
参
照
）。

導
入
の
メ
リ
ッ
ト

●
介
護
現
場
の
業
務
効
率
化

　
こ
れ
ま
で
人
手
が
必
要
だ
っ
た

業
務
を
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
に
任
せ
る

こ
と
で
、別
の
業
務
を
行
う
た
め

の
時
間
を
確
保
で
き
る
な
ど
、業

務
の
効
率
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

●
介
護
職
員
の
負
担
軽
減

　
足
腰
に
負
担
が
か
か
り
が
ち
な

動
作
を
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
に
任
せ
る

こ
と
で
、介
護
職
員
の
身
体
的
負

担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。夜
間
の
見

守
り
が
必
要
な
場
合
も
、見
守
り

セ
ン
サ
ー
な
ど
が
あ
れ
ば
要
介
護

者
の
異
変
に
気
付
き
や
す
く
な

り
、居
室
の
訪
室
回
数
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
要
介
護
者
の
ス
ト
レ
ス
軽
減

　
介
護
し
て
も
ら
う
こ
と
に
対
し
て

「
恥
ず
か
し
い
」「
申
し
訳
な
い
」な
ど

と
負
い
目
を
感
じ
て
し
ま
う
要
介

護
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。介
護

ロ
ボ
ッ
ト
を
う
ま
く
活
用
す
る
こ

と
で
負
い
目
や
ス
ト
レ
ス
を
軽
減

で
き
、介
護
を
受
け
る
際
の
恐
怖
感

や
緊
張
感
も
和
ら
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

普
及
へ
の
現
状
課
題

●
コ
ス
ト
が
高
い

ま
だ
ま
だ
普
及
率
の
低
い
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
は
、生
産
量
も
少
な
い
た

め
、購
入
費
や
維
持
費
な
ど
の
コ
ス

ト
が
高
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。最
近
で
は
、国
や
自
治
体

か
ら
の
補
助
金
を
活
用
し
て
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
す
る
施
設
が
増

え
て
い
ま
す
。

●
操
作
方
法
の
難
し
さ

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
て
も
、

操
作
が
難
し
か
っ
た
り
、慣
れ
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
、一

時
的
に
介
護
職
員
の
負
担
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。使
い
こ
な
せ
る

か
ど
う
か
と
い
う
不
安
も
、導
入
に

至
ら
な
い
一
つ
の
要
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

●
設
置
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
は
小
型
の
も
の

か
ら
大
型
の
も
の
ま
で
あ
り
ま
す

が
、移
乗
な
ど
を
支
援
す
る
ロ
ボ
ッ

ト
は
大
型
の
も
の
が
多
く
、設
置
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。ご
家
庭
や
小
規
模
の
施
設

な
ど
で
は
、使
用
し
た
く
て
も
設
置

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の

開
発・普
及
の
後
押
し

　
こ
れ
か
ら
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
普

及
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、介
護

現
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
、実
用

性
の
高
い
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
を�
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福祉のお仕事 検索

【開所日】月曜日～金曜日
（土・日・祝日および年末年始を除く）

【受付時間】 8：30～12：00
　　　　   13：00～17：00

■ 参 加 希 望 ■■ 問い合わせ先 ■

福祉の職場を目指すあなたを応援します！
県社協

県健康・福祉人材センター
県保育士・保育所支援センター

076-432-6156

●目　的　福祉の事業所と求職者が一堂に会し、事業所の管理者などから
　　　　　運営方針、仕事内容、待遇などについて面談する機会を提供します。
●対　象　●求職者：（履歴書不要、参加費無料）
　　　　　　福祉職場に就職を希望する一般求職者、
　　　　　　2023年3月卒業予定の学生
　　　　　●求人事業所：（事前の申し込みが必要です）
　　　　　　現在求人中または2023年4月採用予定の
　　　　　　ある法人など
●会　場　富山国際会議場

オンラインでの同日開催も予定しています。
※新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況により、予定が変更となる場合があります。

福祉のお仕事フェア in ＴＯＹＡＭＡ
～福祉の就職総合説明会2022～ を開催します！

昨年度のお仕事
フェアの様子

　県内で介護事業を行う法人の紹介
や職員の募集案内について、53法人
の情報を掲載しています。本冊子は、
県内一部書店等の店頭フリーペー
パーラックでも掲出していますので、
お気軽にお手に取ってご覧ください。

（6～9月頃予定）
　なお、データでご覧になりたい方
は、当センターウェブサイトに、以下の
QRコードからアクセスしていただけ
ます。

「みつけた！
とやまde介護のお仕事
富山の介護職員募集案内
2022‒2023」を
発行しました！

福祉・介護分野
7月30日（土）

児童・保育分野
7月31日（日）

第４火曜日
第１・３水曜日
第２・４金曜日

小矢部
滑　川
氷　見

第 3 木曜日※
第 3 火曜日
第 1 木曜日

福祉・介護のお仕事相談コーナーを開設します福祉・介護のお仕事相談コーナーを開設します
以下のハローワークにて、当センターキャリア支援専門員が、福祉に関わる
職種、仕事内容、求人事業所、資格などの相談に応じます。
●時　間　9：30～15：30（※は午後のみ開設します。）

高　岡
魚　津
砺　波

はじめての福祉の
仕事サロン

はじめての福祉の
仕事サロン

福祉の仕事についての基本的な内容
や現場の状況などについて、キャリ
ア支援専門員がていねいにお答え
します。
●対　象　福祉・介護分野に興味・
　　　　　関心のある求職者の方
●日　時 5月26日(木)
 6月23日(木)
 いずれも13：30～16：00
●会　場　サンシップとやま
●定　員　各月10名（先着順）　　
※事前に下記までご連絡ください。

様々な貸付制度が
あります

様々な貸付制度が
あります

〇離職介護人材再就職準備金
〇介護分野就職支援金
〇障害福祉分野就職支援金

〇潜在保育士就職準備金
〇未就学児を持つ保育士に対する

保育料の一部貸与

福祉・介護の
求人情報を
WEBで！

「福祉のお仕事」から、
福祉・介護分野の求人
情報が検索できます！

「福祉のお仕事」から、
福祉・介護分野の求人
情報が検索できます！

県社協　県健康・福祉人材センターから　令和4年度のお知らせです！
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導入が進む介護ロボット・介護機器 特 集

富
山
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー

県
社
協
が
県
か
ら
受
託
し
て
い

る「
富
山
県
介
護
実
習・
普
及
セ
ン

タ
ー
」で
は
、厚
生
労
働
省
の「
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発・
実
証・
普
及
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
」（
以
下
、

同
事
業
）の
相
談
窓
口
の
一
つ
で

す
。介
護
ロ
ボ
ッ
ト
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
て
い
る
ほ
か
、介
護
ロ

ボ
ッ
ト
の
試
用
貸
出
、体
験
展
示
、

研
修
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

富
山
県
内
で
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の

導
入・活
用
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
な
か

で
感
じ
て
い
る
課
題
や
、今
後
の
展

望
を
お
伝
え
し
ま
す
。

富山県介護実習・普及センター
宮原所長（左）・松田嘱託（右）

同
事
業
の
取
り
組
み・

活
用
状
況
に
つ
い
て

宮
原
所
長　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
同

事
業
の
一
環
で
、「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

を
試
し
に
使
っ
て
み
た
い
」と
い
う

介
護
現
場
か
ら
、介
護
ロ
ボ
ッ
ト

の
試
用
貸
出
依
頼
を
受
け
付
け
、

試
用
貸
出
企
業
へ
取
り
次
ぎ
を

行
っ
て
い
ま
す
。試
用
貸
出
リ
ス

ト
の
な
か
か
ら
選
ん
で
い
た
だ
け

れ
ば
、試
用
貸
出
は
無
料
で
す
。

令
和
３
年
度
は
、富
山
県
内
で

43
機
種（
43
件
）の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

を
試
用
貸
出
し
ま
し
た
。実
際
に

こ
れ
が
縁
と
な
り
、補
助
金
を
活

用
し
て
導
入
が
決
ま
っ
た
例
も
あ

り
ま
す
。介
護
現
場
か
ら
は「
メ
ー

カ
ー
に
問
い
合
わ
せ
る
手
間
が
な

く
な
っ
た
」「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
気

軽
に
試
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
」と

い
う
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

松
田
嘱
託　
試
用
貸
出
以
外
に
も
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
に
触
れ
て
体
験
で

き
る
場
と
し
て
、当
セ
ン
タ
ー
に

体
験
展
示
を
用
意
し
て
い
る
ほ

か
、各
種
研
修
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
昨
年
開
催
し
た「
移
乗
支

援
機
器
活
用
推
進
研
修
会
」で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
メ
ー
カ
ー
の
移
乗
支

援
機
器
を
一
堂
に
集
め
ま
し
た
。

実
際
に
体
験
し
な
が
ら
比
較
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、同
じ
よ
う
な

機
器
で
も
、操
作
方
法
や
使
い
心

地
に
違
い
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な

体
験
展
示
や
研
修
会
が
、介
護
ロ

ボ
ッ
ト
の
効
果
的
な
導
入
に
つ
な

が
る
ス
テ
ッ
プ
に
な
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

介護ロボットを見て、触れて、試せる体験展示
（サンシップとやま２階）

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
の

現
状・課
題

宮
原
所
長　
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
導

入
し
た
介
護
現
場
か
ら
は
、「
現
場

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
ず
倉
庫
に
眠
っ

て
い
る
」「
使
っ
て
い
た
利
用
者
が

離
れ
て
活
用
し
な
く
な
っ
た
」と

い
う
声
も
多
く
聞
か
れ
ま
す
。介

護
現
場
側
は
、実
際
に
使
う
介
護

職
員
の
声
を
し
っ
か
り
と
聞
い

て
、現
場
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
す
る
こ
と
が

重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
介
護
職
員
の
身
体
的
負

担
の
大
き
さ
か
ら
移
乗
支
援
機
器

の
ニ
ー
ズ
が
高
い
一
方
で
、同
事

業
の
試
用
貸
出
リ
ス
ト
で
は
、見

守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

機
器
が
約
半
分
を
占
め
て
い
る
と

い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た

め
開
発
企
業
側
は
、よ
り
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

昨年12月に開催した
「介護ロボット活用推進研修会」の様子

今
後
の
展
望

宮
原
所
長　

身
体
介
護
は
、利
用

者
さ
ん
に
直
接
触
れ
る
こ
と
で
あ

り
、介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
た
介

護
援
助
に
抵
抗
が
あ
る
介
護
職
員

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

人
力
だ
け
で
介
助
す
る
こ
と
が
、

介
護
さ
れ
る
側
に
と
っ
て
安
楽
で

あ
る
の
か
を
今
一
度
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。介
護
ロ
ボ
ッ

ト
は
、介
護
職
の
た
め
の
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。現
場
の
意
識
を

変
え
る
た
め
に
、介
護
さ
れ
る
側

の
視
点
か
ら
も
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の

良
さ
を
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
セ

ン
タ
ー
が
同
事

業
に
取
り
組
ん

で
３
年
目
に
な

り
ま
す
。
研
修

会
や
導
入
の
サ
ポ
ー
ト
だ
け
で
な

く
、現
場
で
活
用
し
て
い
く
た
め
の

レ
ク
チ
ャ
ー
や
サ
ポ
ー
ト
も
積
極

的
に
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
県
社
協�

県
介
護
実
習・普
及
セ
ン
タ
ー

　
富
山
市
安
住
町
５—

21

　
（
サ
ン
シ
ッ
プ
と
や
ま
２
階
）

　

０
７
６—

４
０
３—

６
８
４
０

〈
ま
と
め
〉

　

富
山
県
内
で
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を

上
手
に
活
用
し
て
い
る
モ
デ
ル
施

設
が
で
き
れ
ば
、ほ
か
の
施
設
に
も

ノ
ウ
ハ
ウ
や
活
用
事
例
を
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
、介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の

普
及
が
進
ん
で
い
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

富
山
県
介
護
実
習・
普
及
セ
ン

タ
ー
で
は
、「
ど
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

を
入
れ
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な

い
」「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
の

た
め
の
補
助
金
を
知
り
た
い
」と

い
っ
た
相
談
に
も
対
応
し
て
い
ま

す
。介
護
ロ
ボ
ッ
ト
に
関
す
る
相

談
が
あ
る
介
護
現
場・
開
発
企
業

の
方
は
、相
談
窓
口
や
体
験
展
示

を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。



FLASH情 報

詳しくは
こちら

福祉のお仕事 検索

【開所日】月曜日～金曜日
（土・日・祝日および年末年始を除く）

【受付時間】 8：30～12：00
　　　　   13：00～17：00

■ 参 加 希 望 ■■ 問い合わせ先 ■

福祉の職場を目指すあなたを応援します！
県社協

県健康・福祉人材センター
県保育士・保育所支援センター

076-432-6156

●目　的　福祉の事業所と求職者が一堂に会し、事業所の管理者などから
　　　　　運営方針、仕事内容、待遇などについて面談する機会を提供します。
●対　象　●求職者：（履歴書不要、参加費無料）
　　　　　　福祉職場に就職を希望する一般求職者、
　　　　　　2023年3月卒業予定の学生
　　　　　●求人事業所：（事前の申し込みが必要です）
　　　　　　現在求人中または2023年4月採用予定の
　　　　　　ある法人など
●会　場　富山国際会議場

オンラインでの同日開催も予定しています。
※新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況により、予定が変更となる場合があります。

福祉のお仕事フェア in ＴＯＹＡＭＡ
～福祉の就職総合説明会2022～ を開催します！

昨年度のお仕事
フェアの様子

　県内で介護事業を行う法人の紹介
や職員の募集案内について、53法人
の情報を掲載しています。本冊子は、
県内一部書店等の店頭フリーペー
パーラックでも掲出していますので、
お気軽にお手に取ってご覧ください。

（6～9月頃予定）
　なお、データでご覧になりたい方
は、当センターウェブサイトに、以下の
QRコードからアクセスしていただけ
ます。

「みつけた！
とやまde介護のお仕事
富山の介護職員募集案内
2022‒2023」を
発行しました！

福祉・介護分野
7月30日（土）

児童・保育分野
7月31日（日）

第４火曜日
第１・３水曜日
第２・４金曜日

小矢部
滑　川
氷　見

第 3 木曜日※
第 3 火曜日
第 1 木曜日

福祉・介護のお仕事相談コーナーを開設します福祉・介護のお仕事相談コーナーを開設します
以下のハローワークにて、当センターキャリア支援専門員が、福祉に関わる
職種、仕事内容、求人事業所、資格などの相談に応じます。
●時　間　9：30～15：30（※は午後のみ開設します。）

高　岡
魚　津
砺　波

はじめての福祉の
仕事サロン

はじめての福祉の
仕事サロン

福祉の仕事についての基本的な内容
や現場の状況などについて、キャリ
ア支援専門員がていねいにお答え
します。
●対　象　福祉・介護分野に興味・
　　　　　関心のある求職者の方
●日　時 5月26日(木)
 6月23日(木)
 いずれも13：30～16：00
●会　場　サンシップとやま
●定　員　各月10名（先着順）　　
※事前に下記までご連絡ください。

様々な貸付制度が
あります

様々な貸付制度が
あります

〇離職介護人材再就職準備金
〇介護分野就職支援金
〇障害福祉分野就職支援金

〇潜在保育士就職準備金
〇未就学児を持つ保育士に対する

保育料の一部貸与

福祉・介護の
求人情報を
WEBで！

「福祉のお仕事」から、
福祉・介護分野の求人
情報が検索できます！

「福祉のお仕事」から、
福祉・介護分野の求人
情報が検索できます！

県社協　県健康・福祉人材センターから　令和4年度のお知らせです！
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赤
い
羽
根
共
同
募
金
の

助
成
先
が
決
定
し
ま
し
た

昨
年
度
中
に
県
民
の
皆
様
か
ら

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
赤
い
羽
根
共
同

募
金
の
助
成
先
が
決
定
し
ま
し
た
。

今
回
助
成
決
定
を
受
け
た
の
は
、

一
般
助
成
で
、
15
施
設
・
１
５
９

団
体　

１
億
５
６
１
万
２
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、地
域
課
題
の
解
決

や
地
域
住
民
の
生
活
を
良
く
す
る

こ
と
に
取
り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
、福
祉
関
係

団
体
や
社
会
福
祉
協
議
会
の
各
種

事
業
な
ど
、地
域
福
祉
を
推
進
す
る

た
め
の
事
業
へ
の
助
成
で
す
。

助
成
を
受
け
る
施
設
・
団
体
名
、

助
成
金
額
、事
業
の
一
覧
は
本
会

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
を
認
識
し
得
た
こ
と
を
要
す
る
」

「
本
件
入
院
中
、A
さ
ん
が
自
殺
を

図
る
具
体
的・
現
実
的
危
険
性
が

あ
っ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
…
」

と
し
て
、安
全
配
慮
義
務
違
反
は
否

定
し
た
の
で
す
が
、「
統
合
失
調
症

の
患
者
に
と
っ
て
は
、一
般
的
に
、

…
無
断
離
院
を
し
た
上
で
自
殺
に

及
ぶ
危
険
性
が
類
型
的
に
高
い
と

い
う
特
質
を
有
す
る
た
め
、
…
当

該
病
院
施
設
に
お
け
る
任
意
入
院

患
者
の
無
断
離
院
防
止
策
の
有
無

や
そ
の
実
効
性
に
つ
い
て
も
、重
大

な
関
心
事
項
で
あ
る
と
い
え
る
」

「
診
療
契
約
上
の
債
務
に
付
随
す

る
信
義
則
上
の
義
務
と
し
て
、
…

本
件
病
院
に
お
い
て
は
、
…
門
扉

は
解
放
さ
れ
、
…
特
段
の
無
断
離

院
防
止
策
を
講
じ
て
い
な
い
た
め
、

…
患
者
自
身
で
無
断
離
院
を
し
な

い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
、
…

自
殺
事
故
の
危
険
性
が
あ
る
こ
と

を
説
明
し
て
、A
さ
ん
が
本
件
病
院

の
ほ
か
に
、無
断
離
院
防
止
策
を
講

じ
て
い
る
病
院
と
比
較
し
て
、入
院

す
べ
き
病
院
を
選
択
で
き
る
機
会

を
保
障
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
た

と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」と
し

て
、こ
の
よ
う
な
説
明
を
し
な
か
っ

た
責
任
を
認
め
ま
し
た
。

こ
の
様
な
義
務
を
負
っ
て
い
る

の
は
病
院
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、ご
紹
介
す
る
次
第
で
す
。

中
央
競
馬
馬
主

社
会
福
祉
財
団
助
成
事
業

申
請
受
付
の
お
知
ら
せ

本
会
で
は
、中
央
競
馬
馬
主
社

会
福
祉
財
団
が
助
成
す
る
、施
設

整
備
等
の
事
業
に
つ
い
て
、助
成

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

１　
対
象
団
体

・�

社
会
福
祉
法
人
、社
会
福
祉

事
業
を
行
っ
て
い
る
公
益
財

団
法
人
・
公
益
社
団
法
人
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
等

２　
対
象
事
業

・�

令
和
４
年
度
に
実
施
す
る
、

福
祉
車
両
、送
迎
用
車
両
、特

殊
浴
槽
等
備
品
の
購
入
や
、

施
設
の
設
置
、増
改
築
及
び

各
種
修
繕
工
事
等

３　
助
成
率

・
対
象
事
業
費
の
４
分
の
３
以
内

４　
今
年
度
富
山
県
助
成
枠

・
５
５
８
万
円

５　
申
請
書
受
付
締
切
日

・�

令
和
４
年
５
月
27
日（
金
）

必
着

詳
し
く
は
本
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

某
県
立
病
院
に
統
合
失
調
症
で

入
院
し
て
い
た
A
さ
ん
38
才
は
、

病
院
敷
地
内
散
歩
の
許
可
は
受
け

て
い
た
も
の
の
、敷
地
外
外
出
の
許

可
は
受
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
の
病
院
の
監
視
体
制
は
甘
く
門

扉
は
解
放
さ
れ
守
衛
も
い
な
い
と

い
う
状
況
だ
っ
た
た
め
、あ
る
日
病

院
か
ら
無
断
外
出
し
近
く
の
マ
ン

シ
ョ
ン
か
ら
飛
び
降
り
て
死
亡
し

ま
し
た
。

親
御
さ
ん
が
県
を
相
手
に
安
全

配
慮
義
務
違
反
と
説
明
義
務
違
反

を
理
由
と
し
て
損
害
賠
償
請
求
の

訴
を
提
起
し
た
と
こ
ろ
、裁
判
所
は

「
精
神
疾
患
を
有
す
る
患
者
が
自

殺
行
為
に
及
ぶ
確
率
は
相
対
的
に

高
い
と
い
え
る
か
ら
、医
療
者
は
、

患
者
が
自
殺
を
図
る
の
を
防
止
す

べ
き
義
務
を
負
う
と
解
す
べ
き
で

あ
る
」「
も
っ
と
も
、
…
自
殺
す
る
抽

象
的
な
危
険
性
が
あ
る
と
い
う
だ

け
で
、
…
結
果
回
避
義
務
を
負
わ

せ
る
と
…
患
者
に
対
す
る
過
度
の�

監
視
や
拘
束
に
つ
な
が
り
、社
会
復

帰
の
促
進
と
い
う
精
神
科
医
療
の

目
的
に
悖
る
と
共
に
、患
者
の
人
権

を
無
用
に
制
限
す
る
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
」「
自
殺
防
止
義
務
違
反

が
あ
る
と
い
う
た
め
に
は
、単
に
抽

象
的
な
自
殺
の
可
能
性
を
認
識
し

て
い
た
だ
け
で
は
足
り
ず
、自
殺
の

具
体
的・現
実
的
危
険
性
が
あ
る
こ

○
知
っ
て
お
き
た
い
福
祉
情
報
○

社
会
福
祉
施
設
経
営
相
談
室
か
ら

説
明
責
任 

大
坪　
健（
弁
護
士
）

あ
か
い
は
ね

�

ト
ピ
ッ
ク
ス

○
問
い
合
わ
せ
先

　
県
共
同
募
金
会　

0
７
６—

４
３
１—
９
８
０
０

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://w

w
w
.akaihane-toyam

a.or.jp

昨年度中にお寄せいただいた共同募金の助成決定結果（令和４年度実施事業へ）
（単位：千円）

社会福祉施設の各種事業に 15件 7,017�
福祉関係団体の各種事業に 143件 26,554�
児童・母子福祉 34件 5,681�
障がい者福祉 40件 7,363�
高齢者福祉 11件 2,295�
難病・保健福祉 6件 495�
住民全般福祉 52件 10,720�
社会福祉協議会の地域福祉推進事業に 16件 72,041�
（高齢者福祉・障がい者福祉・住民全般福祉などに）
災害等準備金積立金 1件 5,130�

助　成　合　計 175件 110,742�

福祉関係団体の
各種事業
24.0％

児童・母子福祉
5.1%
障がい者福祉
6.6%
高齢者福祉
2.1%
難病・保健福祉
0.4%

社会福祉施設の
各種事業6.3%

社会福祉
協議会の地域
福祉推進事業
65.1%

災害等準備金の
積立4.6%

住民全般福祉
9.7%
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な
ど
に
出
向
き
、

福
祉
や
健
康
、介

護
予
防
に
関
す

る
情
報
を
発
信

し
て
い
ま
す
。更

に
は
、平
成
23
年

（
２
０
１
１
年
）

に
、「
や
な
ぜ
苑

こ
こ
ろ
ち
ゃ
ん
劇

団
」を
立
ち
上
げ
、地
域
住
民
に
対

し
寸
劇
を
通
し
て
笑
い
な
が
ら
介

護
予
防
や
支
え
合
い
の
大
切
さ
等

を
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
ま
す
。

三
つ
目
に
は
、砺
波
市
社
会
福
祉

法
人
連
絡
会
へ
の
参
加
で
す
。こ

れ
は
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
中
心

と
な
り
、市
内
の
児
童・高
齢
者・障

が
い
者
分
野
な
ど
９
つ
の
社
会
福

祉
法
人
が
連
携
し
て
、平
成
28
年

（
２
０
１
６
年
）に
設
立
さ
れ
た
も

の
で
す
。こ
の
一
員
と
し
て「
介
護・

福
祉
ま
る
ご
と
相
談
会
」や
福
祉
に

関
す
る「
出
前
講
座
」に
出
席
し
て

い
ま
す
。

四
つ
目
に
は
、「
14
歳
の
挑
戦
」へ

の
協
力
で
す
。市
内
４
中
学
校
の
子

供
た
ち
が
、施
設
の
利
用
者
や
職
員

と
の
関
わ
り
を
通
し
て
福
祉
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
い
、将
来
の
福
祉

の
担
い
手
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る

こ
と
を
願
い
協
力
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
砺
波
福
祉
会
で
は
、

地
域
住
民
と
と
も
に
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
を
推
進
し
な
が
ら
地

域
交
流
事
業
な
ど
を
実
施
し
、地
域

貢
献
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
砺
波
福
祉
会
は
、

平
成
３
年（
１
９
９
１
年
）に
砺
波

市
内
で
は
初
め
て
と
な
る
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
や
な
ぜ
苑
を
開
設

し
ま
し
た
。
法
人
の
基
本
方
針
の�

一
つ
に
、地
域
社
会
の
福
祉
施
設

と
し
て
活
用
さ
れ
、地
域
福
祉
の

中
核
、拠
点
的
な
役
割
を
果
た
す

よ
う
努
め
る
と
掲
げ
て
お
り
、こ

れ
ま
で
数
多
く
の
地
域
の
方
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
て
も
ら
い
な

が
ら
、親
し
ま
れ
信
頼
さ
れ
る
福

祉
施
設
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
一
つ
目
の
取
組
み
と
し

て
、地
域
住
民
に
も
参
加
を
呼
び

掛
け
る「
や
な
ぜ
苑
ま
つ
り
」を
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。や
な
ぜ
苑
を

知
っ
て
も
ら
い
利
用
者
や
そ
の
家

族
、地
域
住
民
と
職
員
が
交
流
を
深

め
な
が
ら
、関
係
者
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に�

行
っ
て
い
る
地
域
交
流
事
業
で
す
。

二
つ
目
に
は
、住
民
と
共
に
地
域

福
祉
を
支
え
合
う
た
め
に
、地
区
の�

サ
ロ
ン
や
老
人
会
等
の
百
歳
体
操

県
社
会
福
祉
協
議
会
い
き
い
き
長
寿
セ
ン

タ
ー
で
は
、永
年
に
わ
た
っ
て
培
わ
れ
た
豊
富

な
経
験
・
知
識
・
技
能
な
ど
の
一
芸
に
秀
で
た
高

齢
指
導
者
を
シ
ニ
ア
タ
レ
ン
ト
・
語
り
部
と
し

て
登
録
し
、当
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
行
事
や
子
ど
も
た
ち
の
活
動
な
ど
に

講
師
と
し
て
派
遣
い
た
し
ま
す
。是
非
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

世
代
間
交
流
を
目
的
と
し
て
左
記
の
機
関
・

団
体
等
が
行
う
イ
ベ
ン
ト
を
対
象
に
講
師
謝
礼

の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

●
派
遣
講
師

当
セ
ン
タ
ー
登
録
の「
シ
ニ
ア
タ
レ
ン
ト
」並
び

に「
語
り
部
」

●
対
象
機
関
・
団
体
な
ど

⑴�

幼
稚
園
、保
育
所
、小
学
校
、中
学
校
、高
等

学
校
、高
等
専
門
学
校
、短
期
大
学
、大
学
、

大
学
院
、専
門
学
校
、塾
及
び
そ
れ
に
類
す

る
機
関

⑵�

概
ね
右
記
の
生
徒
に
よ
り
構
成
さ
れ
た

サ
ー
ク
ル
な
ど

⑶�

世
代
間
交
流
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
の

主
催
者
・
施
設
等（
公
民
館
、児
童
会
な
ど
）

⑷�

そ
の
他
、当
セ
ン
タ
ー
が
認
め
た
事
業
の

主
催
機
関
・
団
体
な
ど

☆
助
成
金
申
請
方
法

　
所
定
の
申
請
書
に
よ
る
。

我
が
社
会
福
祉
法
人
の

 

地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組

県
社
協
い
き
い
き
長
寿
セ
ン
タ
ー
か
ら

シ
ニ
ア
タ
レ
ン
ト
・
語
り
部
を

派
遣
し
ま
す

○
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
社
協�

県
い
き
い
き
長
寿
セ
ン
タ
ー

０
７
６—

４
３
２—

６
０
１
０

受講生募集
いきいき脳トレリーダー養成講座

⃝開　講：8/25（木）、9/8（木）、9/22（木）、10/7（金）、10/28( 金 )、
　　　　　11月中（実習 )、12/1（木）（全7回）
⃝時間帯：9：30～11：30（第6回の実習時は除く）
⃝会　場：高岡市ふれあい福祉センター
　　　　　（高岡市博労本町4番1号　 0766-21-7888）
⃝対　象：県内在住のシニア世代の方で脳トレクラブ
　　　　　などにおいて活動のできる方
　　　　　（高岡市以外の方でも受講できます）
⃝定　員：30名（応募者多数の場合抽選）
⃝内　容：脳機能や認知症の講義、脳トレ問題づくり、
　　　　　ゲームや手遊びなどの実技、出題実習
⃝受講料：2,000円（テキスト2冊付き）

～認知症予防の脳トレボランティア活動で脳の若返り！～

講座風景
実習風景

講師
あゆみの郷�
施設長
田淵�英一�氏
（医師・医学博士）

高岡市
会場

社
会
福
祉
法
人
砺
波
福
祉
会（
砺
波
市
）

やなぜ苑まつり

こころちゃん劇団
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・
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
や
オ
ム

ツ
を
選
ぶ
ポ
イ
ン
ト
を
知
り

た
い
。

■�

住
ま
い
づ
く
り
に
関
す
る

　
相
談
例

・
車
い
す
で
快
適
に
移
動
で
き

る
よ
う
住
宅
改
修
し
た
い
。

・
排
泄
介
助
が
し
や
す
い
よ

う
ト
イ
レ
ま
わ
り
を
改
修
し

た
い
。

・
洗
い
場
か
ら
浴
槽
へ
の
移
動

が
安
全
に
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
。

展
示
室
・
モ
デ
ル

�

ル
ー
ム
の
ご
案
内

当
セ
ン
タ
ー
で
は
福
祉
用
具

約
７
５
０
点
を
展
示
し
て
お
り
、

ベ
ッ
ド
や
車
い
す

な
ど
の
福
祉
用
具

を
見
て
、触
れ
て
、

試
し
て
い
た
だ
け

ま
す
。ど
う
ぞ
お

気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、高
齢
者
や
障

が
い
の
あ
る
方
の
在
宅
生
活
が
、よ

り
豊
か
で
快
適
に
な
る
よ
う
、ご
本

人
の
身
体
状
況
や
居
住
環
境
に
適

し
た
福
祉
用
具
の
選
び
方
や
使
い

方
、住
ま
い
づ
く
り
な
ど
に
関
す
る

ご
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
に
合
わ
せ
て
、福
祉

用
具
プ
ラ
ン
ナ
ー
や
理
学
療
法

士
、作
業
療
法
士
、建
築
士
、看
護

師
な
ど
の
専
門
相
談
員
が
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。ま
た
、必
要
に
応
じ

て
出
張
相
談（
自
宅
な
ど
へ
訪
問
）

も
行
っ
て
い
ま
す
。

毎
週
金
曜
日
、13
時
30
分
～
16
時

30
分
は
作
業
療
法
士
が
応
じ
て
い

ま
す
。

ご
相
談
は
、来
所
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ

い
ず
れ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
福
祉
用
具
に
関
す
る
相
談
例

・
食
事
動
作
が
自
立
で
き
る
よ

う
な
自
助
具
に
つ
い
て
知
り

た
い
。

・
介
護
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が

る
移
乗
用
具
の
使
い
方
を
知

り
た
い
。

県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

相談
無料

○
問
い
合
わ
せ
先
　
県
社
協�

県
介
護
実
習・普
及
セ
ン
タ
ー

　

0
７
６—

４
３
２—

６
３
０
５　

0
７
６—

４
３
２—

６
３
０
７

上
市
町
を
拠
点
に
、さ
ま
ざ
ま
な
体
育
の
教
室
を
行
っ
て
い
る「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人�

じ
ゆ
う
」。

体
を
動
か
す
こ
と
を
通
し
て
、健
康
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
し
て�

い
ま
す
。理
事
長
の
児
玉
さ
ん
に
、活
動
へ
の
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。

体
育
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず

や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
る
場
に

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人�

じ
ゆ
う（
上
市
町
）

Ｑ 

設
立
の
経
緯
は
？

　

大
学
時
代
に
保
健
体
育
の
教

員
免
許
を
取
得
し
、新
潟
県
の
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
５
年
ほ
ど
体
育

指
導
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

結
婚
を
機
に
妻
の
実
家
が
あ
る
上

市
町
に
移
住
す
る
こ
と
に
な
り
、

上
市
町
で
体
操
教
室
を
や
ろ
う
と

独
立
に
向
け
て
動
き
出
し
ま
し
た
。

そ
の
後
２
０
１
０
年
に「
ス
タ
ジ
オ

じ
ゆ
う
」を
立
ち
上
げ
、半
年
後
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
し
ま
し
た
。

Ｑ 

現
在
の
活
動
は
？

　

現
在
は「
体
育
の
家
庭
教
師
」と

し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
体
育
の
教
室

を
行
っ
て
い
ま
す
。「
ス
タ
ジ
オ
じ

ゆ
う
」と
し
て
主
催
し
て
い
る
教
室

は
、幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で
年
齢
別

の
ク
ラ
ス
が
あ
り
、ボ
ー
ル
運
動
や

器
械
体
操
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
目

を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、富
山
県
内
の
体
育
館・

児
童
館
な
ど
へ
の
出
張
レ
ッ
ス
ン

に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

教
室
は
子
ど
も
が
メ
イ
ン
で
す

が
、親
子
体
操
や
ヨ
ガ
教
室
な
ど
も�

含
め
る
と
、

乳
児
か
ら

高
齢
の
方

ま
で
幅
広

い
世
代
の

方
を
指
導

さ
せ
て
い

た
だ
い
て

い
ま
す
。

Ｑ 

今
後
の
活
動
、目
標
は
？

　
こ
れ
ま
で
私
自
身
、指
導
者
と
し

て「
体
育
」と
い
う
も
の
に
縛
ら
れ

て
い
た
と
思
い
ま
す
。体
育
以
外
に

も
、料
理
や
音
楽
な
ど
、日
常
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み
が
あ
る
こ
と

に
気
が
付
い
た
の
で
す
。そ
れ
を
皆

さ
ん
に
提
供
す
る
た
め
に
、屋
外
の

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
場「
じ
ゆ
う
え
ん
」を

立
ち
上
げ
る
計
画
を
し
て
い
ま
す
。

　

自
然
の
な
か
に
設
置
す
る
ク
ラ�

イ
ミ
ン
グ
や
タ
ー
ザ
ン
ロ
ー
プ
で�

は
、室
内
よ
り
自
由
自
在
に
体
を�

動
か
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。�

ま
た
、
火
お
こ
し
や
薪
割
り
な
ど

の
体
験
も
提
供
す
る
予
定
で
す
。

子
ど
も
も
大
人
も
、
自
分
か
ら
や

り
た
い
こ
と
、
楽
し
い
と
思
う
こ

と
を
見
つ
け
ら
れ
る
仕
掛
け
づ
く

り
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
よ
り
幅
広
い
意
味

で「
体
育
」に
向
き
合
い
、私
自
身
も

ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
活
動
の
幅
を

広
げ
て
い
き
ま
す
。

現在準備中のアスレチック場「じゆうえん」

室内で行う体育教室の様子

○
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人�

じ
ゆ
う

　
上
市
町
野
島
４—

３

　
理
事
長�

児
玉
巧
さ
ん

　

０
７
６—

４
８
１—

６
９
３
８
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一
つ
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
会
計

管
理
。簡
潔
性
と
信
頼
性
と
重
視
し

て
お
り
、経
理
の
厳
格
化
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
は
20
名
の
メ
ン
バ
ー
が
活

動
し
て
い
る「
こ
ぶ
し
の
会
」。歴
史

あ
る
サ
ー
ク
ル
を
今
後
も
続
け
て

い
く
た
め
に
、若
い
メ
ン
バ
ー
も
募

集
中
だ
そ
う
で
す
。聴
覚
障
が
い
者

と
健
聴
者
が
と
も
に
手
話
を
学
び
、

交
流
す
る
。そ
ん
な
楽
し
さ
と
温
か

さ
あ
ふ
れ
る
サ
ー
ク
ル
で
し
た
。

を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
取
り
入
れ
ま

し
た
。「
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、�

覚
え
て

も
ら
う

よ
り
親

し
み
楽

し
ん
で

も
ら
う

こ
と
。

学
校
の

授
業
で

は
あ
り

ま
せ
ん

の
で
、

手
話
は
下
手
で
も
い
い
の
で
す
」と

メ
ン
バ
ー
の
五
十
里
さ
ん
は
話
し

ま
す
。

　
ま
た
、会
長
を
つ
と
め
る
高
沢
さ

ん
は
、聴
覚
障
が
い
の
当
事
者
で
も

あ
り
ま
す
。最
近
で
は
、マ
ス
ク
で

相
手
の
口
の
動
き
や
顔
の
表
情
が

見
え
ず
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
り
づ
ら
い
そ
う
で
す
。こ
の
よ
う

な
聴
覚
障
が
い
者
へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
も
、活
動
の
大
き

な
目
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
た
か
が
サ
ー
ク
ル
、
さ
れ
ど

サ
ー
ク
ル
」と
い
う
心
構
え
で
、も
う�

　
入
善
町
手
話
サ
ー
ク
ル「
こ
ぶ
し

の
会
」は
、富
山
県
手
話
サ
ー
ク
ル

連
絡
協
議
会
に
加
入
し
て
い
る
県

内
22
の
サ
ー
ク
ル
の
一
つ
で
す
。活

動
の
モ
ッ
ト
ー
は
楽
し
く
集
う
こ

と
。毎
週
水
曜
に
開
か
れ
る
定
例
会

は
、メ
ン
バ
ー
た
ち
に
と
っ
て
居
心

地
の
い
い「
居
場
所
」と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
の
設
立
は
昭
和
54

年
。長
年
の
実
績
が
認
め
ら
れ
、

令
和
元
年
に
は
入
善
町
社
会
福

祉
協
議
会
か
ら
、令
和
３
年
に
は
下

新
川
郡
社

会
福
祉
連

絡
協
議
会�

か
ら「
福
祉

功
労
賞
」

の
表
彰
を

受
け
ま
し

た
。

　

令
和
３
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
対
策
を
し
な
が
ら
、講
座
や
指

導
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。全
５
回
開
催
し
た「
＂初
め
て
の�

手
話
＂講
習
会
」で
は
、初
め
て
の

方
も
親
し
み
や
す
い
手
話
ソ
ン
グ

や
、手
話
を
使
っ
た
ミ
ニ
ス
ピ
ー
チ�

締
切
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の

に
限
り
ま
す
。

・
受
付
時
間

　

８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で

・
受
付
場
所　

　
県
社
協
県
福
祉
カ
レ
ッ
ジ

　
（
県
総
合
福
祉
会
館
２
階
）　

６　
受
験
手
数
料

　

９
，５
０
０
円（
郵
便
振
替
）

７　
問
い
合
わ
せ
・
封
筒
送
付
先

　
〒
９
３
０
︱

０
０
９
４

　
富
山
市
安
住
町
５
番
21
号

　
県
社
協
県
福
祉
カ
レ
ッ
ジ

　

０
７
６
︱

４
３
２
︱

６
５
６
０

（
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研

修
受
講
試
験
専
用
）

※�

問
い
合
わ
せ
は
、土
・
日
・
祝

日
を
除
く
、９
時
か
ら
17
時

の
間
に
お
願
い
し
ま
す
。

１　
試
験
期
日

　
令
和
４
年
10
月
９
日（
日
）

２　
試
験
会
場（
予
定
）

　
富
山
県
総
合
福
祉
会
館
、

　
富
山
県
農
協
会
館

３　
要
項
配
布
期
間

　
令
和
４
年
６
月
２
日（
木
）

�

～
７
月
１
日（
金
）

４　
要
項
の
配
布
場
所
等

　
⑴
配
布
場
所

県
社
協
県
福
祉
カ
レ
ッ
ジ
、

県
高
齢
福
祉
課
、県
内
の
市
町

村（
介
護
保
険
担
当
課
）な
ど

　
⑵
郵
送
希
望
の
場
合

封
筒
の
表
面
に「
受
験
要
項

希
望
」と
明
記
の
上
、
返
信

用
封
筒
を
同
封
し
て
、県
社

協
福
祉
カ
レ
ッ
ジ
ま
で
送
付

す
る
。返
信
用
封
筒（
角
２
封

筒
）に
は
宛
先
を
明
記
し
、

２
１
０
円
分
の
切
手
を
貼
付

す
る
。

（
６
月
22
日（
水
）消
印
有
効
）

５　
受
験
申
込
書
受
付
期
間

　
令
和
４
年
６
月
13
日（
月
）

�

～
７
月
１
日（
金
）

聴
覚
障
が
い
者
も
、健
聴
者
も

　
　
　
　
楽
し
く
集
い
手
話
に
親
し
む

�

入
善
町
手
話
サ
ー
ク
ル�

こ
ぶ
し
の
会（
入
善
町
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　
入
善
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

０
７
６
５—

７
２—

５
６
８
６

令
和
４
年
度
富
山
県
介
護
支
援
専
門
員

�

実
務
研
修
受
講
試
験
の
お
知
ら
せ

郵
送（
簡
易
書
留
）の
場
合
…

持
参
の
場
合
…

（左から）会長�高沢さん・五十里さん・田中さん・福澤さん

「福祉功労賞」の表彰状

「“初めての手話”講習会」は
11月から12月にかけて全５回開催

　
県
社
会
福
祉
協
議
会（
県
社
協
）で
は
、県
よ
り
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験
に
係
る
実
施
機
関
と
し
て
指
定
を
受
け
、�

次
に
よ
り
試
験
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
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社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検 索

令和４年度

この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、雇用慣行賠償責任保険、役員賠償責任保険、サイバー保険、普通傷害保険、
労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険等）

施設利用者の補償プラン 22
職員等の補償プラン33
法人役員等の補償プラン44

❶ 基本補償（賠償・見舞）
▶保険金額

身体賠償（１名・１事故）

基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

1事故10万円限度 1事故10万円限度

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

故
事
償
賠

等
い
舞
見
お

老人福祉施設、
障害者支援施設、
児童福祉施設などに

スケールメリットを活かした割安な保険料で
充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
充実補償をご提供します！

◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

保険期間１年

新型コロナウイルスを含む特定感染症に新たな補償が追加されました！

❶休業や縮小営業による収益減少はもちろん、収益減少を防止・軽減する
　ための人件費なども補償
❷消毒・清掃費用や自主的なPCR検査費用など、かかった費用を幅広く補償
❸感染症対応特別費用で定額20万円を早期に受取り

休業補償から各種対応費用までワイドな安心
NEW 施設の感染症対応費用補償

（SJ21-12224から抜粋）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

〈引受幹事
保険会社〉

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〒  東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

企
業
・
社
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
に
つ
い
て

関
係
に
あ
る
と
い
う
事
実
、
ま
た
、

２
枚
目
の
名
刺
を
持
つ
人
は
、自
己

実
現
・
社
会
実
現
、つ
な
が
り
・
居
場

所
、学
習
機
会
・
成
長
実
感
を
重
視
す

る
と
い
う
事
実
に
対
し
、組
織
は
ど

う
い
う
ス
タ
ン
ス
を
示
し
、ど
う
い

う
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
か
を
考
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。制
度
設
計
な
ど
何

ら
か
の
形
が
で
き
あ
が
れ
ば
、組
織

は
プ
ラ
ス
の
効
果
を
得
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
し
、個
人
は
自
分
ら
し

い
働
き
方
・
学
び
方
や
社
会
と
の
つ

な
が
り
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

人
生
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
と
り
や

す
く
な
り
ま
す
。つ
ま
り
、組
織
の
関

わ
り
方
に
よ
っ
て
は
、社
会
貢
献
に

と
ど
ま
ら
な
い
ス
ト
ー
リ
ー
が
生
み

出
せ
る
。そ
ん
な
可
能
性
が
あ
る
と

言
え
る
の
で
す
。

【
ま
と
め
】

　

２
枚
目
の
名
刺
の
よ
う
な
共
感

を
重
視
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ

の
参
加
は
、単
な
る
社
会
貢
献
の
枠

を
越
え
て
、個
人
に
変
化
や
成
長
を

も
た
ら
し
、そ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

に
よ
り
、組
織
に
発
展
や
革
新
を
も

た
ら
し
ま
す
。主
体
的
に
キ
ャ
リ
ア

を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
人
生
１
０
０
年
時
代
。自
分
ら
し

い
働
き
方
、学
び
方
、社
会
と
の
つ
な�

が
り
を
得
る
た
め
に
、そ
し
て
人
生
の

オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
た
め
に
、ま

ず
は
一
歩
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

副
業
と
の
違
い
は

本
業
と
の
関
係
性

　

２
０
１
７
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た

働
き
方
改
革
は
、就
労
時
間
の
短
縮

や
就
業
形
態
の
柔
軟
化
に
加
え
て
、

副
業
・
兼
業
の
後
押
し
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に

行
わ
れ
た
副
業
者
の
意
識
・
実
態
調

査
で
は
、根
強
い
動
機
と
し
て
収
入

補
填
が
あ
る
こ
と
、ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
手
ご
た
え
を
実
感
し
て
い
る
一
方

で
本
業
へ
の
不
満
や
将
来
へ
の
不
安

が
解
消
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か

り
、２
枚
目
の
名
刺
と
の
違
い
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

副
業
が
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
金

銭
目
的
で
や
る
も
の
と
す
れ
ば
、2
枚

目
の
名
刺
は
社
会
の
た
め
に
や
り
た

い
こ
と
を
と
き
に
自
己
成
長
を
伴
い

な
が
ら
取
り
組
む
も
の
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。そ
し
て
、副
業
が
本
業
と
切

り
離
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、2
枚
目

の
名
刺
は
本
業
と
つ
な
が
り
得
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。こ
れ
は
、本
業

へ
還
元
で
き
る
こ
と
や
、本
業
と
互
い

に
効
果
を
高
め
あ
え
る
こ
と
を
意
味

し
、「
２
枚
目
の
名
刺
」の
真
骨
頂
は
ま

さ
に
こ
こ
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

組
織
の
後
押
し
で

多
様
な
成
果
に
期
待

　

２
枚
目
の
名
刺
は
本
業
と
相
関

い
ま
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

新
た
な
局
面
へ

　
阪
神・淡
路
大
震
災
と
東
日
本
大
震

災
と
い
う
２
度
の
大
震
災
を
経
験
し
、

私
た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
は
随

分
と
高
ま
り
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
10
年

余
、い
ま
、地
域・年
代
を
問
わ
ず
た
く

さ
ん
の
人
た
ち
が
興
味・関
心
を
抱
い

て
い
る
の
が
、「
プ
ロ
ボ
ノ
」や「
２
枚

目
の
名
刺
」で
す
。

　
「
プ
ロ
ボ
ノ
」と
は
、社
会
的・
公
共

的
な
目
的
の
た
め
に
、職
業
上
の
ス
キ

ル
や
専
門
的
知
識
を
生
か
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
こ
と
。「
２
枚
目
の

名
刺
」と
は
、組
織
や
立
場
を
超
え
て
、

社
会
の
こ
れ
か
ら
を
創
ろ
う
と
す
る

社
会
人
が
持
つ
名
刺
の
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
流
れ
か
ら
言
え
る
の
は
、

承
認
欲
求
や
自
己
実
現
欲
求
の
高
ま

り
と
も
あ
い
ま
っ
て
、自
分
だ
か
ら
で

き
る・自
分
が
や
り
た
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
の
参
加
が
増
え
て
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。ま
た
、所
属
す

る
組
織
に
自
身
が
得
た
も
の
を
還
元

す
る
こ
と
に
よ
る
組
織
の
変
化
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
の
活
動
に
マ
ン
パ
ワ
ー
や
ア

イ
デ
ア
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
る
社
会

の
変
化
で
、３
者
に
好
循
環
を
生
む
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人�

二
枚
目
の
名
刺
」で

は
、社
会
人
が
２
枚
目
の
名
刺
を
持
つ

き
っ
か
け
づ
く
り
の
た
め
に
、サ
ポ
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。

社
会
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
必
要
性
を
考
え
る
機
会
と
し
て
、令
和
４
年
３
月
12
日（
土
）に「
ス
キ
ル
活
用
社
会

貢
献
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。基
調
講
演「
企
業・社
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
に
つ
い
て
」の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

�

講
師　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人�

二
枚
目
の
名
刺　
代
表　
廣　
優
樹�

氏
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ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

ボランティア活動保険

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

＜基本プランに加入される方へ＞
基本プランでは、地震・噴火・津波に起因する死傷は補償
されません。

◆年度途中でボランティア活動保険に加入する場合には「特定感染
　症重点プラン」への加入をおすすめします。
例えば、被災地での災害ボランティア活動や当初予定していなかった
ボランティア活動への参加にあたり、新型コロナウイルス感染症をはじめ
とした特定感染症への備えとして、特定感染症重点プランに加入いただき
ますと、より安心してボランティア活動に参加いただけます。

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラ

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒  東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課

令和４年度

〈SJ21 10723より抜粋して作成〉

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

償
補
の
ガ
ケ

年間保険料
任
責
償
賠

償
補
の

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円
補償開始日から10日以内は補償対象外（＊） 初日から補償

350円 500円

通院保険金日額
特定感染症

地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

＊4月1日付で前年度から継続して契約される場合は初日から補償します。

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増引適用
【新設】特定感染症
重点プラン

550円

ソ
ウ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
富
山
県
事
務

局
で
は
、会
員
同
士
や
家
族
間
の

ふ
れ
あ
い
の
促
進
、心
身
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
ど
を
目
的
に
、会
員

交
流
事
業
と
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な

旅
行
や
イ
ベ
ン
ト
企
画
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、予
定
し
て
い
た
企
画
の
半
分

が
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、感
染
状
況
や
実
施
方
法
な
ど

に
配
慮
し
な
が
ら
、県
内
及
び
近

県
へ
の
旅
行
や
、県
内
レ
ス
ト
ラ

ン
で
の
ラ
ン
チ・
デ
ィ
ナ
ー
な
ど
、

合
計
８
つ
の
企
画
を
実
施
し
、延

べ
２
７
０
人
の
会
員・
ご
家
族
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
皆
様
か
ら
は
、

「
久
し
ぶ
り
の
旅
行
だ
っ
た
の
で

ワ
ク
ワ
ク
し
た
」「
ゆ
っ
た
り
と
贅

沢
な
時
間
を
過
ご
せ
た
」「
仕
事
の

疲
れ
が
消
え
る
く
ら
い
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
た
」な
ど
の
感
想
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
ご

活
用
い
た
だ
け
る
映
画
観
賞
券
や

グ
ル
メ
券
、Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
の
助

成
を
行
い
、延
べ
１
４
，２
６
０
人

の
会
員
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ

き
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
も
引
き
続
き
、会

員
の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
な
企
画
の
充
実
に
努
め
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。ま

た
、ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
法

人
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
入
会
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

株
式
会
社
セ
ブ
ン
︱
イ
レ
ブ

ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と
県
社
会
福
祉
協

議
会（
県
社
協
）、富
山
県
は
、令
和

４
年
２
月
17
日（
木
）に
、『
商
品
寄

贈
に
よ
る
社
会
福
祉
貢
献
活
動
に

関
す
る
協
定
』を
締
結
し
ま
し
た
。

本
取
り
組
み
は
、セ
ブ
ン
︱
イ

レ
ブ
ン
店
舗
で
の
改
装
時
な
ど
に

発
生
す
る
在
庫
商
品
の
一
部
を
県

社
協
へ
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、食

品
ロ
ス
削
減
へ
の
対
応
及
び
社
会

福
祉
貢
献
活
動
に
役
立
て
る
も
の

で
す
。

寄
贈
商
品
に
つ
い
て
は
、県
社

協
及
び
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会

を
通
じ
て
、支
援
を
必
要
と
す
る

個
人
・
世
帯
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
福
祉
活
動
団
体

に
提
供
い
た
し
ま
す
。

三
者
は
、今
後
も
本
取
り
組
み

を
含
む
様
々
な

社
会
課
題
の
解

決
に
向
け
た
取

り
組
み
を
支
援

し
、地
域
福
祉

を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

福
利
厚
生
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　�

ソ
ウ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
の
ご
案
内

立山黒部アルペンルート開通50周年ツアー

ハーブ＆アロマに癒されるヘルジアン・ウッド
日帰りランチ

株
式
会
社
セ
ブ
ン
―
イ
レ

ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、富
山

県
と『
商
品
寄
贈
に
よ
る

社
会
福
祉
貢
献
活
動
に

関
す
る
協
定
』を
締
結

Tissue

Tissue



（福）富山県社会福祉協議会広報誌

スマートフォン用アプリ「Uni-Voice」
または「Uni-Voice Blind」を使えば
情報を音声で読み上げると同時に、テキストで表示されます。 この広報誌は共同募金の助成を受けています。

●ウェブサイト https://www.toyama-shakyo.or.jp/
●メール　　　info@toyama-shakyo.or.jp

本誌に関するご意見・ご感想をお聞かせください。

ハーティは富山県のボランティア活動のマスコットマークです。 ハーティ

アクセス
してね！

社会福祉法人　富山県社会福祉協議会は
住民主体の地域福祉の理念に基づき、だれもが安心して
暮らすことができる福祉社会の実現をめざし、県内の民生
委員・児童委員、福祉施設、福祉従事者、ボランティア等で
構成する、公共性と自主性をもつ民間社会福祉組織です。

c o n t e n t s

発
行
者
　
社
会
福
祉
法
人 

富
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
　
〒
9
3
0-

0
0
9
4
　
富
山
市
安
住
町
5
番
21
号
　
T
E
L
0
7
6-

4
3
2-

2
9
5
8 
F
A
X
0
7
6-

4
3
2-

6
1
4
6

4
６
３

令
和
４
年
５
月
１
日
発
行 

No.

May

2022

5月号 No.463

Free Talk
フリー トーク

� 2022.5�No.463 12

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
り
ば
て
ぃ
ー
Ｏ
ｎ
ｅ
は
、富
山

県
自
殺
予
防
対
策
の
協
力
民
間
団
体
で
す
。�

富
山
県
の
自
殺
者
数
は
、47
都
道
府
県
で
11
番

目
に
多
い
県
で
し
た
。（
２
０
２
１
年
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
り
ば
て
ぃ
ー
Ｏ
ｎ
ｅ
は
、生
き

に
く
い
と
感
じ
て
い
る
人
に
寄
り
添
う
た
め
、

集
団
認
知
行
動
療
法・
家
族
の
集
い・
癒
し
の

広
場・
心
理
学
研
修
会・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な

ど
行
っ
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
は
15
人
く
ら
い
で
、み
な
さ
ん
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、生
き
に
く
い
人
が
、こ
れ
ら
の

行
事
に
参
加
さ
れ
る
こ
と
で
視
野
が
広
が
り
、

生
き
て
い
こ
う
と
再
決
断
さ
れ
、自
分
の
苦

し
い
体
験
を
通
し
て
、人
に
や
さ
し
く
な
っ
て

い
く
姿
を
垣
間
見
る
と
、や
っ
て
い
る
こ
と
に�

や
り
が
い
や
自
信
が
持
て
ま
す
。

今
回
、ウ
ク
ラ
イ
ナ・
ロ
シ
ア
情
勢
が
悪
化

す
る
中
で
私
が
思
う
こ
と
は
、『
今
こ
そ
共
同

体
感
覚
を
育
て
よ
う
』で
す
。こ
れ
は
、ア
ド

ラ
ー
心
理
学
が
目
指
す
も
の
で
す
。幼
少
期
か

ら
家
庭
の
中
で
、家
族
が
共
同
体（
仲
間
）だ
と

思
え
る
声
掛
け（
勇
気
づ
け
）を
し
て
心
を
育

て
る
こ
と
こ
そ
、戦
う
こ
と
で
な
く
協
力
す
る

心
が
育
つ
と
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
は
考
え
ま
す
。

で
は
、ど
ん
な
声
掛
け
が
共
同
体
を
育
て
る

こ
と
に
な
る
の
か
簡
単
な
事
例
で
紹
介
し
ま

す
。例
え
ば
、子
ど
も
が
ジ
ュ
ー
ス
を
こ
ぼ
し

た
時
に
、お
母
さ
ん
が「
ど
う
し
て
こ
ぼ
す
の
、

ダ
メ
で
し
ょ
う
。」と
怒
る
と
、子
ど
も
は
お
母

さ
ん
を
仲
間
だ
と
思
え
ま
せ
ん
。も
し
、お
母

さ
ん
が
、「
ど
う
し
た
か
っ
た
の
？
」と
聞
い
て

く
れ
て
、「
ジ
ュ
ー
ス
飲
み
た
か
っ
た
」と
子
ど

も
が
答
え
、お
母
さ
ん
が「
残
念
だ
っ
た
ね
。

こ
の
こ
ぼ
れ
た
ジ
ュ
ー
ス
ど
う
し
よ
う
か
？
」

と
声
を
掛
け
た
ら
、子
ど
も
は
お
母
さ
ん
を

仲
間
だ
と
思
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
私
は
、�

家
庭
で
共
同
体
感
覚
を
学
ぶ
こ
と
が
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
（
学
校・
社
会・
世
界
）の
中
で
協
力

的
人
間
関
係
が
築
け
る
よ
う
に
な
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。

県社協のおもな動き

『今こそ共同体感覚を
� 育てよう』

� NPO法人りばてぃーOne
� 代表　坂本�美奈子さん

編●集●後●記
　人類の営みは道具によって進化してきたと言わ
れています。介護という営みも、道具によって進化
する時が来ているのではないでしょうか。コロナ
禍で非接触ニーズが高まっている中においては、
ますます介護ロボットが注目されています。一人
ひとりが「自分にしかできないこと」を考え、自分
の能力を最大限発揮するために介護ロボットの力
を借りる。そうした前向きな考え方で活用に取り
組めたらいいですね。

ご寄付ありがとうございますご寄付ありがとうございますご寄付ありがとうございますご寄付ありがとうございます

●寄付者一覧　令和4年2月16日から令和4年3月31日まで

●株式会社アルト　様� 車いす１台

5月日程 行事名 場所

13（金）5月度日常生活自立支援事業契約締結審査会 サンシップとやま

23（月）県社会福祉法人経営者協議会　総会・経営セミナー
ホテルグランテラス
富山

24（火）
観察の視点を活かした介護記録研修
（第2回） サンシップとやま

第2回生活福祉資金運営委員会 サンシップとやま
25（水）市町村社協地域福祉担当者会議 サンシップとやま

26（木）健康・福祉人材センター　はじめての福祉の仕事サロン サンシップとやま

6月日程 行事名 場所

10（金）6月度日常生活自立支援事業契約締結審査会 サンシップとやま

14（火）ボランティアコーディネーター等研修 サンシップとやま

23（木）健康・福祉人材センター　はじめての福祉の仕事サロン サンシップとやま

3月28日（月）、株式会社
アルト（左から順に）高堂
純様・前田隆様から、本会
を通じて、特定非営利活
動法人にぎやか阪井
由佳子様へ車いすの
贈呈


